
 

 

 

 

 

 

 

  

 

トーク&ディスカッション 番外編                            主催 生物教育研究所 

 

インドに行ってきました！ 
～CUBEの活動紹介を中心に～ 

開催日時    2024年３月 31日（日）13時 30分～15時 

話題提供者 中道貞子 （生物教育研究所） 

【註】生物教育研究所について 

生物教育に関わるさまざまな活動を続けている生物教育者（主として，フルタイム勤務を終えた者）で構

成されている研究機関。 

研究員は，それぞれが関心のあるテーマについて研究活動や啓蒙活動を行っている。 

所長：片山舒康(東京学芸大学名誉教授)  HP https://tibe.sakura.ne.jp/index.html 

※ 申込方法 グーグルフォームからお願いします。            申込 QR コード 

       https://forms.gle/nWCpKcmjABctcALE6 

※ 参加者には、前日にズームミーティング ID とパスコードをお知らせします。   

※ 問い合わせ先：生物教育研究所  info@tibe.sakura.ne.jp 

  連絡先電話番号：090-5367-9778   (中道貞子 生物教育研究所研究員） 

 

 

 

2024 年 2 月 28 日～3 月 7 日 インドのプネとムンバイを訪問しました。プネは IFUWA(Indian Federation 

of University Women)主催の会議に参加するため。会議テーマは、“Working Together for a Sustainable 

Future”で、環境活動家の Dr. Vandana Shiva が登壇者の一人でした。 

ムンバイは 10 月に松山で開催される AABE（Asian Association for Biology Education）2024 隔年会議の紹

介と生物教育に関する情報交換が目的でした。今回の話題提供では、ムンバイで訪問した大学で CUBE

（Collaboratively Understanding Biology Education）に参加している CUBISTS たちの活動を中心にご

紹介したいと思います。大学生が中心ですが、高校生も参加していますし、日本だと中高生が実

施しているような素朴かつ、家にある器具や材料を使ったホームラボでの観察・実験。彼らはオ

ンラインミーティングや SNS での発信も頻繁に行っています。活動の牽引者とリーダーの学生

には AABE2024 への参加を呼びかけており、10 月には来日すると思います。31 日の会では、CUBE

の活動について、また、日本の学生・生徒たちとのコラボの可能性などについて皆さんの意見や

感想をいただけたら嬉しく思います。CUBE の活動は下記 URL をご参照ください。  

https://indiabioscience.org/columns/education/undergraduates-in-lockdown-sustaining-research-projects-with-cube-home-labs 

私はインドの“いい加減さ”の中にいると、日本の窮屈さから解放されてストレスフリーに。そ

んなインドも紹介したいと思っていますので、生物教育関係者以外でも気軽にご参加を！ 

 

 

    

  

 

 

CUBE の説明をするリーダー    Cubists たち     小学校 5 年生のクラスで授業  町中移動はリキシャが便利  

(写真提供 稲葉みどりさん)   
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